
番号 テーマ 主な内容
説明

所要時間

子ど
も

向け
担当課

205
すべての子どもの健や
かな成長と若者の社会
的自立を目指して

子ども・若者育成支援推進法（平成22年4月施行）
に基づく本市の取組について

40分～
60分

文化市民局
共同参画社会推進部
勤労福祉青少年課
（TEL 222-3089)

206
森林に触れてみません
か～山村都市交流の森
の自然体験～

○山村都市交流の森の概要
○四季折々の自然体験イベント紹介
　・野外体験塾，ホタル鑑賞，森林トレッキン
　　グ，雪遊びなど
○木工教室の紹介
○森の観察・散策コースの紹介
○交流の森を使った自然体験・環境教育の可能性

45分

産業観光局
農林振興室
林業振興課
（TEL222-3346）

207
子育て支援の風土づく
り～子どもを共に育む
京都市民憲章～

○京都市の子育て支援
　・「京都市未来こどもプラン」について
　（「保育計画」「ひとり親家庭自立促進計画」
　　「母子保健計画」を含む）
　・「子どもを共に育む京都市民憲章」及び
　　「同憲章の実践の推進に関する条例」につ
　　いて

40分～
60分

○

保健福祉局
子育て支援部
児童家庭課
(℡ 251-2380）
保育課
保健衛生推進室
保健医療課
教育委員会事務局
生涯学習部
家庭地域教育支援担当
(℡251-0456)

208
京都市のひとり親家庭
支援

ひとり親家庭に対する自立支援，生活支援策につ
いて

40分

保健福祉局
子育て支援部
児童家庭課
(℡ 251-2380）

209

子どもの相談
ア・ラ・カ・ル・ト
（児童福祉センターの
業務内容）

○児童相談所の業務内容
○発達相談所の業務内容
○青葉寮の業務内容
○児童療育センターの業務内容

60分
児童福祉センター
(℡ 801-2171)

210
ペットを飼う前に考え
よう

ペットの終生飼養について
30分～
60分

○

保健福祉局
保健衛生推進室
保健医療課
(222-3429)

211
なんとかしたい
子どもの心と身体の健
康

○小児慢性疾患に悩む保護者の方々を対象
　に，病気に対する正しい知識と対処方法を
　学んでいただくとともに，日頃の悩みや疑問等
　を解消し，療養に役立てていただく。
　・子どものアトピー性皮膚炎，ぜん息，肥
　　満症について
　・子どもの心身症，不登校とひきこもり
　・子どもの心と身体の健康　他

60分
桃陽病院
(℡ 641-8275）

212
市民とともに進める京
都市の教育改革

○子どもたちの学力等の状況
○学力向上対策
　京都市学習支援プログラム，発展的内容を含む詳細
な
　教員用指導計画，小学校英語活動，30人学級等の
　少人数教育，小中一貫教育，小学校教科担任制等
○教員の指導力向上
　カリキュラム開発支援センター，研修，教育実践功
績
　表彰，指導力判定委員会等
○家庭・地域に信頼される「開かれた学校づくり」
 　（学校評価システム，学校評議員制度，「京都
　方式」による学校運営協議会の取組，人づくり
　21世紀委員会等）

60分

教育委員会事務局
総務部
総務課
(℡ 222-3767)
教職員人事課
(℡ 222-3781)
教職員給与課
(℡ 222-3777)
指導部
学校指導課
(℡ 222-3747)
総合教育センター
(℡ 371-2340)

　○　子どもと教育



213
子どもたちの学力向上
のために

○理科，環境教育の取組
○読書活動推進に向けた取組
○「京（みやこ）の雅」探究総合推進事業等の
　伝統文化教育の取組
○長期宿泊体験事業の取組
○子どもたちの学力等の状況
○学力向上対策（発展的内容を含む詳細な教員
　用指導計画，京都市学習支援プログラム,
　30人学級等の少人数教育，小中一貫教育，
　小学校教科担任制・専科制等の京都ならではの
　協力指導体制等）
○教員の指導力向上（京都教師塾，カリキュラム
　開発支援センター，研修，教育実践功績表彰，
　指導力判定委員会）

60分

教育委員会事務局
総務部
教職員人事課
(℡ 222-3781)
教職員給与課
(℡ 222-3777)
指導部
学校指導課
（℡ 222-3801）
総合教育センター
（℡ 371-2340）
教員養成支援室
（℡ 342-3883）
花背山の家事業課
（℡ 746-0717）

214
家庭・地域に信頼される
「開かれた学校づくり」

○「学校評価システム」
○学校評議員制度
○「京都方式」による学校運営協議会の取組
○人づくり21世紀委員会
○自由参観日の取組
○学生ボランティア，学校支援ボランティア
　の活躍
○「家庭学習の手引き」の活用
○「子どもの安全安心ネットワーク」の構築

60分

教育委員会事務局
指導部
学校指導課
(℡222-3747)
生涯学習部
家庭地域教育支援担当
(℡251-0456)
等

215
教員養成支援体制等の
構築について

○養成から採用，研究，研修，教員評価も含めた
　一貫した取組
　・全国初の教員養成学科　市立塔南高校「教育
　　みらい科」
　・専門職大学院「連合」教職大学院の取組
　・５５０名が受講する「京都教師塾」
　・教職員評価システム
　・教育実践功績表彰
　・指導力判定委員会等

60分

教育委員会事務局
総務部
教職員人事課
(℡ 222-3781)
教職員給与課
（℡ 222-3777）
教員養成支援室
（℡ 342-3883）

216
全国をリードする市立
高校改革

○堀川高「人間探究科・自然探究科」
　　～堀川の奇跡
○西京高「エンタープライジング科」
　　～中高一貫教育の取組，国際社会で活躍する人材
の
　　育成
○洛陽工業高・伏見工業高
　　～ものづくり都市京都の将来を担う工業高校改革
○塔南高「教育みらい科」
　　～全国初の教員養成学科
○日吉ヶ丘高「国際コミュニケーション科」
　　～国際感覚を備えた人間性豊かな人材育成
○銅駝美術工芸高・京都堀川音楽高
　　～公立では全国唯一の芸術専門高校の取組
○日吉ヶ丘高・紫野高・塔南高

～学力向上に向けた普通科系高校の取組

60分

教育委員会事務局
指導部
学校指導課
（℡ 222-3811）

217
新しい学習指導要領に
ついて

○新学習指導要領の主な内容
　（小・中・高等学校）
○新幼稚園教育要領の主な内容
○小学校英語活動

60分

教育委員会事務局
指導部
学校指導課
(℡ 222-3808)

218 「食育」のすすめ

○子どもたちに求められる学校・家庭での食育
○京都市の学校給食（京都の素材を使った給食，
　弁当持参か給食かを選べる中学校給食，最新技
　術のクックチル方式による総合支援学校給食）
○子どもたちの望ましい食生活（朝ごはんの大切
　さなど）
○日本料理アカデミーとの連携による和食を通じ
　た食育
○自然の恵みや生産者全てに感謝する心を育む地
　産地消―知産知消―の取組
○米飯を中心とした新しい日本型食生活のすすめ
○地域に密着した「食育指導員」による学校での
　食育授業

60分 ○

教育委員会事務局
指導部
学校指導課
(℡ 222-3806)
総合育成支援課
(℡ 352-2285)
体育健康教育室
(℡ 708-5323)



219
障害のある子どもたち
の教育（総合育成支援
教育）

○総合育成支援教育ボランティアの養成
○一人からでも設置される育成学級
○京都市の総合支援学校（総合支援学校の取組，
　育(はぐくみ)支援センターの運営，総合支
　援学校高等部職業学科の取組，「総合支援学
　校版デュアルシステム」の推進）
○ＬＤ等の発達障害のある子どもの教育（学校サポー
ト
　チームの取組，「総合育成支援教育主任」を中心と
す
　る校内での取組など）
○クックチル方式による総合支援学校給食

60分

教育委員会事務局
指導部
総合育成支援課
(℡ 352-2285)
体育健康教育室
(℡ 708-5323)

220
受けとめて！
子どもたちの心の叫び

○子どもたちの心の状況や課題について
○子どもたちや親の総合的な相談施設
　「こども相談センターパトナ」
○学校での相談体制（スクールカウンセラー，
　学びのパートナー）
○ふれあいの杜，「洛風中学校」，「洛友
　中学校」の取組
○いじめ問題への取組について

60分

教育委員会事務局
指導部
生徒指導課
(℡ 213-5622)
こども相談センターパ
トナ
(℡ 254-1108)

221
少年非行（問題行動）
の防止と立ち直り支援

○少年非行の現状と対策
○薬物乱用の実態
○学校での問題行動～その防止に向けた取組
　（「スクールサポーター」の活動）
○家庭・地域の役割

40分～
60分

教育委員会事務局
指導部
生徒指導課
(TEL 213-5622)

222

携帯電話に潜む
危険性
～大人・親ができるこ
と，すべきこと～

○子どもの携帯電話利用の現状
　～ブログ・プロフ・学校裏サイトなど～
○携帯電話によるトラブル
○ネットいじめの特徴
○子どもを守るためにできること，すべきこと

60分 ○

教育委員会事務局
指導部
生徒指導課
(℡ 213-5622)
生涯学習部
家庭地域教育支援担当
(℡ 251-0456)

223

生き方探究教育の推進
～京都まなびの街生き
方探究館の概要と取組
～

○地域や社会との関わりの中で生き方を考え，
　生きる力を育む「生き方探究教育」の推進
○小中学生段階から子どもたちに勤労観・職
　業観を育成する「スチューデントシティ」・
　「ファイナンスパーク」の実施
○中学生の職場体験・ボランティア体験の場
　となる「生き方探究・チャレンジ体験」推進
　事業
○小中学生がモノづくりを学び・体験する機会
　を創出する「京都こどもモノづくり事業」

60分

教育委員会事務局
京都まなびの街
生き方探究館
（TEL 253-0880)

224
子どもたちの健康教育
について

○子どもたちの体力の現状について
○京都市スポーツ少年団の取組について
○部活動の活性化（小学校部活動，中学校合
　同部活動，中学校ブロック内選択制部活動，
　中・高校外部コーチ派遣事業）
○こども体育館の運営・利用について
○まち道場の推進について
○性教育・エイズ教育の取組
○薬物乱用防止教育について
○フッ化物洗口について

60分
教育委員会事務局
体育健康教育室
(℡ 708-5322)

225 生涯学習のすすめ

○京都市の生涯学習の方向性
○学校を拠点とした生涯学習の推進
○生涯学習の主な取組（生涯学習市民フォー
　ラム，生涯学習パスポート，京まなびネット
　等）
○成人式や成人をみんなで祝う取組（はたちプロ
　ジェクト）

60分

教育委員会事務局
生涯学習部
生涯学習推進担当
(℡ 251-0410)



226
博物館で学んでみませ
んか？

○学校歴史博物館
○京都の博物館を学ぶ，触れる（京都市博物
　館連続公開講座，京都ミュージアムロード）
○「古典の日記念　京都市平安京創生館」

40分

教育委員会事務局
生涯学習部
生涯学習推進担当
(℡ 251-0410)
学校歴史博物館
(℡ 344-1305)
生涯学習部
施設運営担当
（℡ 801-8822）

227

子どもを共に育む京都
市民憲章の具体化に向
けて（家庭・地域ぐる
みの教育）

○家庭の教育力向上に向けた取組
○子どもを共に育む「親支援」プログラム
　　～ほっこり 子育て ひろば～
○「子ども安全安心ネットワーク」の構築
○人づくり21世紀委員会，地域生徒指導連絡
　協議会
○父親による子育て参加サークル「おやじの会」
○「みやこ子ども土曜塾」の推進
○学校を拠点にしたふれあい活動の推進
○子育て支援ボランティア
○歴史都市・京都から学ぶジュニア日本文化検定
　（ジュニア京都検定）
○放課後まなび教室

60分

教育委員会事務局
生涯学習部
生涯学習推進担当
(℡ 251-0410)
家庭地域教育支援担当
(℡ 251-0456)
子育て支援総合セン
ターこどもみらい館
(℡ 254-5001)

228

“まち全体を学びと育
ちの場”とする「みや
こ子ども土曜塾」の推
進

○「土曜塾」って何？どんな活動があるの？
○「土曜塾」に登録するためには
○市民として協力したいけど何ができるの？
○学校週５日制と「土曜塾」の関係は？

30分～
60分

教育委員会事務局
生涯学習部
家庭地域教育支援担当
(℡ 251-0457)

229

“京都のまちが教科書
です”京都から日本の
文化・伝統を次代の子
どもたちに伝えよう！

「歴史都市・京都から学ぶジュニア日本文化
検定」(通称：ジュニア京都検定)について

30分～
60分

教育委員会事務局
生涯学習部
家庭地域教育支援担当
(℡ 251-0457)

230
「楽しい子育て」して
いますか？

○子育ての楽しさ
○子育てに関する総合的な支援施設「こどもみら
　い館」
○子育てを通した交流（子育て語り合いサロン，
  「おやじの会」）
○子育て支援ボランティアの養成

40分

教育委員会事務局
生涯学習部
家庭地域教育支援担当
(℡251-0456)
子育て支援総合セン
ターこどもみらい館
(℡254-5001)

231

市民の「学び」の場と
して
～京都市生涯学習総合
センター（京都アス
ニー）の概要と取組～

○施設の紹介
　・施設のあらましと利用方法
　・「古典の日記念　京都市平安京創生館」
○実施事業紹介とその意義
　・ゴールデン・エイジ・アカデミー
　・アスニー・セミナー
　・アスニー・アトリエ
　・アスニー京都学講座
　・アスニーコンサート　など

40分

教育委員会事務局
生涯学習部
施設運営担当
（℡ 801-8822）

232 学校統合の歩みと現状
京都の学校統合の歩みと現状（地元主導の学校統
合）

40分
教育委員会事務局
学校統合推進室
(℡ 371-2009)

233 図書館の上手な利用法

○京都市の図書館（全20館で夜間開館を実
　施，右京中央図書館開館，図書館ボラン
　ティアの活動など）
○情報化に対応した図書館サービスの充実
○身体に障害がある方へのサービス
○子どもの読書活動推進に向けた取組

40分
教育委員会事務局
中央図書館
(℡ 802-3133)

234
自然体験してみません
か？

○自然活動の楽しみ方
○長期宿泊自然体験活動の概要
○野外活動の大切さ・意義

40分 ○
花背山の家
(℡ 746-0717)


